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１．研究内容

　近年のスマートフォンの爆発的な普及に伴い、
Android 端末や iPhone 端末上で動作する様々な種類
のアプリケーションが開発されている。アプリケー
ションの構成には、使用目的や用途に応じた機能が必
要であるが、既存モジュールを用いるのみでは簡単に
実現できないことがある。そこで、機能を実現するモ
ジュールについて、精度や確度が十分な性能を達成す
るために必要な技術開発を行っている。

２．地域・産学連携の可能性

　以前、人間の運動をモニタリングするセンサ機器に
ついて、ネットワークを用いることで多人数を同時に
モニターし、適切な権限を持つ人に必要な情報を選別
して提供するシステムの研究開発を行っておりまし
た。また、今般の地下鉄東西線の開業に際して、駅か
ら近いことを判定するのに必要な情報を収集、提供す
るアプリケーションの検討を行っております。日本で
のスマートフォン普及率は約50%（2015年）です
が、世界的には70～ 80%（2015年）といわれて
おります。
　スマートフォンを用いて、地域や社会に根ざした課
題に対し、その解決策を共に考え、助けることの出来
るアプリケーションを作るという意味で、産学連携に
よる地域発展が出来るのではないかと考えておりま
す。
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図１：アドホックネットワークを利用した情報収集アプ
リケーションのシステム構成

図２：スマートフォン上で「駅から近いこと」を表示す
るアプリケーションの画面例
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